




JW-25CMをJW300に使用されるお客様へ

JW10リンクユニットJW-25CMを、プログラマブルコントローラJW300に実装して使用される場合、
基本的な仕様はJW30Hに実装時と同様です。
JW-25CMを JW300に使用時の留意点は、下記のとおりです。
　1. JW300対応の JW-25CMを使用してください。JW300対応の JW-25CMは、ユニット正面に 300マー
　　クが付いています。
　2. JW300に実装時には、「異常履歴の格納領域」に異常発生の最新時刻も格納されます。
　　なお、システムメモリ#0213＝ 02（H）の設定が必要です。（JW20H/30Hに実装時、#210＝ 02（H））
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